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コロナ感染症のワクチン接種を他の福祉
施設だけでなく、まごころでもほとんどの

人が受けられたようです。他の人にうつさ

ないようにとか、重症化に至らないように
と接種された方がほとんどです。これで万

全というわけにはいかないと思いますが、

今までの感染対策を解く事なく、継続する

ことがもっとも大事だと思っています。
6月になっていよいよ梅雨の時期になるの

だと、季節の移り変わりを肌で感じていま

す。まごころでは利用者の方にいろんな
楽しみ方を考えて提供するようにしてい

ます。

”お茶会”
すっかり定着したお茶会ですが、利用者
にも慣れてもらったようで、適度な緊張

感があり、それが表情に現れているよう

です。作法もお茶も茶菓子も本格的なの

ですよ。体験されたい方は是非まごころ
にお出で下さい。

”お弁当の日”
月に一度のお弁当の日。いつもと違う昼食にと、お店屋さんの食材を提供しています。

始めはちゃんと食べてもらえるか心配して

いましたが、その心配は無用だったと感じ

ています。

多少の好き嫌いはありますが、皆さんほぼ
完食してもらっています。次回も楽しみに

しています。

”家庭菜園”
外出する機会が減ってしまい、せめて庭の
片隅にでも何かを植えて野菜の成長を楽し

めないかと始めた家庭菜園ですが、快く付

き合ってもらえます。経験のある方などは、流石に手際が良く職員があれこれ言う必
要がないほどです。本格的でなくても土に触れることで

気晴らしになっているのではないでしょうか。次は収穫

するのが楽しみだと言っておられました。


